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Closet-Scope
押し入れの扉を開けて、モノを片付けている時。

懐かしいモノを手に取り、

できた隙間から家の中の風景が抜けていった瞬間、

忘れていた出来事の記憶が思い出され、手が止まる。

止まっていたモノの時の流れは動き出し、

頭の中の私は、過去のある地点に戻る。

暮らしの中にあるふとした瞬間に

押し入れは、私たちの心の遠い場所にある

いつかの記憶を覗く望遠鏡になる。

深淵を覗き込むとき、深淵もまたこちら側を覗き

望遠鏡を覗いて星を見ると、星もまたこちら側を見ているように

家もまた、忘れていた出来事を思い出して、一緒に笑う。

epilogue

家にはさまざまな暮らしの記憶が刻まれ、私たちはモノや会話を通して懐かしさを感じる。

家の中の見慣れた景色は大事な記憶でありながらも、日常に紛れてしまう。

closet-scope により生きた建築は、日常の風景を揺らがせることで、普段の暮らしの見え

方を変えていく。それにより暮らしは身近であると共に、心の遠い場所の記憶になる。情景

に浸るという些細な記憶の中にも、私たちの微笑みは眠っているのではないか。400

program

記憶を思い出すまでのサイクルには、一定の期間の空きが必要である。押し入れの扉の

大きさに違いを与え、その扉が開かれる頻度や空間の拡張度合いに差が生まれることでモ

ノと暮らしが揺らぎ、記憶は仕舞われる。暮らしの中でその揺らぎの波長が重なった時、出

来事の記憶は時を越え私たちに遠い記憶の重なり合う情景を呼び起こす。

2F plan

diagram

propose

記憶を仕舞い、思い出すことを繰り返しながら、私たちは生きていく。そのサイクルの中心

となる押し入れを家の隅っこに置くのではなく、押し入れが家の中心にあることで [closet-

scope] がつくられる家を設計する。

押し入れ [closet] は直訳すると「閉じられた場所」である。[close] が「近づけることによっ

て閉じる、閉める」という意味をもつのに対し、望遠鏡[telescope]は「遠くを見るためのもの」

である。[closet-scope] は距離的な遠くのモノではなく、近くにあるけれど普段の生活で

は気づかず、心の遠い場所にある記憶を覗くための装置である。
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押し入れの扉の大きさと可動域

軸と敷地の関係性

テクスチャーの違いが生む空間の印象の操作
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テクスチャは空間の印象付けに大きく影響する。

空間がつながるとテクスチャがさまざまな記憶を引き出す。

1000,1250,1500,1750,2000 の 5 種類の回転する壁が

連動することで視線の通り方が変化し、空間に揺らぎを生む。

周辺にある畑や雑木林に合わせて視線の軸をとることで、

家の外での記憶を住宅の中に取り込む。


